
　Ｍ副長が小さい頃は怪我をしたらまず『ムカデ油』だったが、『赤チン』も良く塗られていた。赤チンとは「赤いヨードチン
キ」の略で正式名称はマーキュロクロム液という。肘や膝はいつも赤かった。だが、製造工程で水銀が発生するという
理由から日本では１９７３年（昭和４８年）頃に製造が中止されたそうだ。ペットや家畜の怪我にも塗っていた。大人も子
供も動物もあちこちが赤くなっていた記憶がある。近所でニワトリのヒヨコが生まれたので見に行くと、全部のヒヨコの頭
が赤くなっていた。おじさんに理由を聞くと、１匹が頭を怪我したので赤チンを塗ったところ、他のヒヨコがみんなでその１
匹を突付くので全部のヒヨコに塗って見たら、そうすると突付くのをやめたそうだ。見た目が他のヒヨコと１匹だけ違うの
で敵と感じ攻撃したらしい。 ニワトリは突付きあって順位を決める習性があるので、大量に飼育する養鶏所では、ヒヨコ
が成長するとくちばしを丸く削るそうだ。人間界にも似たようなことが原因で、いじめが起こるが人それぞれの個性の尊
重は大切だと思う。

　”君はチリモンを見たか！”　チリモンとは、新種のポケモンではなく、チリメンジャコ（シラ
ス）の中に混ざって捕れる生き物たちのことを、「チリメンモンスター（チリモン）」言う。　By　オ
オキド博士。　今年の夏あたりから、新聞・TVで取り上げられて、面白そうなのでちょっと気に
なってはいたが、ボーイスカウトの参考書であるアウトドア雑誌「BE-PAL」の今月号に載って
おり、Ｍ副長親子だけで楽しむのもなんなので、今回はＭインストラクターとしての立場から、
これからの季節の室内プログラムとして提案します。ガールだけどボーイ隊（またまた、１名
入隊決定！ついに女の子だけ５人に「カッパーズ５」と言うらしい。）は喜んでやると思うが、
ボーイの活動とは趣旨が異なるので、「そうはかない！」　数年前までは、スーパーで買って
きたシラスの中に、小型のエビ・カニ・イカ・タコなどが混ざって入っていて、我が家の子供た
ちは目を皿のようにして探し、見つけては喜んで食べていた。そういえば最近はこのようなシ
ラスが売っていないようである。昨今は、食の安全性の考え方が厳しくなり、シラス以外の小
型生物は異物と見なし、わざわざ手作業で取り除いているそうだ。カニや貝類が混入すると
口の中を怪我したり、フグには毒があるため取り除くことはしょうがないが、チビイカ・チビタ
コ・チビカニ・チビエビなどは取り除かないで欲しいものだ。　このチリモンを販売している㈱カ
ネ上さんでは、観察用のためにわざわざ取り除いたチリモンを再度多めに混入しているそう
だ。値段は２５０ｇ　７３０円（約１０人強ぐらいの人数分）・送料は６５０円なり。
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